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2018 年 6 月 18 日、トランプ大統領は宇宙にお

ける絶対優勢（dominance）を獲得するために、第

6 の軍種として宇宙軍（Space Force）を創設する

作業を始めるよう国防省に命じた１。その際にトラ

ンプ大統領は、宇宙軍は空軍とは別個に設置され対

等なものになることを明言した。前年、ホワイトハ

ウスと国防省は、2018 会計年度国防授権法（NDAA 

2018）の策定過程において、海軍省下の海兵隊

（Marine Corps）にならって空軍省内に宇宙隊

（Space Corps）を創設するという下院軍事委員会

の考えに明確な反対を表明していた。そのため、宇

宙隊を超えて宇宙軍を創設するというトランプ大

統領の発表は驚きをもって迎えられた２。 

 仮に宇宙軍の創設が実現すれば、米軍にとって

1947 年の空軍独立以来、約 70 年ぶりの大改編と

なる。宇宙関連組織・能力は空軍のみならず全軍種

に存在することから、宇宙軍創設は米軍全体に多大

な影響を与えることになる。また、米国において国

家安全保障に関わる宇宙機能は、偵察衛星を運用す

る国家偵察局といった情報機関や、軍民両用衛星を

運用する海洋大気庁のような民生宇宙機関も有し

ている。宇宙軍創設に関する今後の検討次第では、

これらの組織の在り方や活動にも影響を与える可

能性がある。 

もっとも、宇宙軍創設は大統領の権限で出来るも

のではない。連邦議会が合衆国法典の関連規定（特

に軍に関する第 10 編）を改定するとともに、必要

な予算を策定しなければならない。このためトラン

プ政権は 2019 年 2 月の予算教書提出時に、法案と

経費を議会に示す方針である。だが、議会には党派

を超えて賛成論と反対論が入り乱れている。トラン

プ政権は 2020年までの宇宙軍創設を目指している

が、それまでに議会が必要な立法を行うかは定かで

ない。 

以下では、なぜ今、宇宙軍創設をめぐる議論が米

国で盛り上がっているのか、争点は何か、トランプ

政権はどのような計画を立てているのか、そして今

後どのようなことが焦点となるのかを解説する。 

 

 

 米国内で宇宙軍創設に関する議論が活発化して

いる背景には、宇宙での軍事的脅威が深刻化してい

るという広く共有された認識がある。2018 年 8 月、

ペンス副大統領は 6 月の大統領指示を受けて宇宙

軍創設に向けた計画を発表した３。この際にペンス

は、とりわけ中露が衛星を攻撃する兵器等の開発を

進めており、すでに敵対者によって宇宙は戦闘領域

（warfighting domain）に変容しているとの認識を

示した。宇宙が戦闘領域であるとの認識は、同年 1

月に国防省が作成した「国家防衛戦略」、同年 3 月

にホワイトハウスが作成した「国家宇宙戦略」でも

明記されている４。 

 トランプ政権の脅威認識に対して、宇宙軍創設を

めぐる反対派から目立った異論は出ていない。実際

のところ、こうした認識はオバマ政権から引き継が

れたものであり、党派を超えて共有されているもの

である。 

オバマ政権が、宇宙は陸海空と同じ戦闘領域であ

るとの認識を公の場で示し始めたのは、2 期目に

入った頃からである。同政権は、中露が宇宙利用に

対する妨害能力を向上させていることに、強い危機

感を抱くようになっていた５。特に中国は静止軌道

上の衛星を射程に収める新型 ASAT 兵器の発射試
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験を 2013 年 5 月に行うなど、関連兵器の開発を着

実に進めていると、米国政府は分析していた６。 

脅威の深刻化を受けて、米国防省は 2014 年夏ま

でに宇宙に関する「戦略ポートフォリオ見直し」

（SPR）を行った７。2011 年に当時の国防長官と国

家情報長官が議会に提出した「国家安全保障宇宙戦

略」でも、宇宙がますます軍事的挑戦を受ける領域

（contested domain）になっているとの認識は示さ

れていた。だが、SPR を受けて、オバマ政権の高官

や軍高官は、より強い表現で危機意識を示すように

なった。2014 年 9 月には、空軍宇宙コマンドの司

令官に就任したてのハイテン大将（現・戦略軍司令

官）が、宇宙は単に軍事的挑戦を受ける領域ではな

く、脅威にさらされた領域（threatened domain）

であり戦闘領域であるとの認識を表明した８。この

ような考えに基づき第 2 期オバマ政権は、宇宙コン

トロールのための作戦センター（JICSpOC、現

NSDC）を新設するなど、宇宙に戦争が及んだ場合

への備えを進めていた９。トランプ政権は、こうし

たオバマ政権の脅威認識を継承している。 

 

 

宇宙の軍事的脅威をめぐり幅広い意見の一致が

みられるのとは対照的に、そうした脅威に対応する

組織の在り方をめぐっては明確な意見の相違が米

国内に存在する。争点になっているのは国防省、と

りわけ米軍内において最大の宇宙関連能力を有し

ている空軍が台頭する脅威に対応できる体制にあ

るのか、また、何らかの組織改編が必要であるとし

ても新しい軍種が必要なのかという点である。 

 前述のとおり NDAA 2018 の策定過程で、米下院

軍事委員会は宇宙隊の創設を主張し、同案は下院版

NDAA に盛り込まれた。その主な提唱者は、下院

軍事委員会戦略部隊小委員会の委員長であるロ

ジャーズ共和党議員と同小委員会の野党筆頭委員

であるクーパー民主党議員であった。両者は 2017

年 6 月、米国の国家安全保障宇宙活動は組織・管理

構造上の危機と取得の在り方に起因する計画遅延

や予算超過に陥っているが国防省に自己改善能力

はないと指摘し、空軍にかわって宇宙を担う宇宙隊

の創設が必要との認識を表明した１０。 

 宇宙隊創設案に対してホワイトハウス、マティス

国防長官、ウィルソン空軍長官はいずれも反対を表

明した。ホワイトハウスは 2017 年 7 月、宇宙隊を

創設するという下院軍事委員会の案は時期尚早で

あるとの見解を示した１１。マティス国防長官は同

年 10 月、上下両院の軍事委員会委員長と野党筆頭

委員に書簡を送り、間接費の削減と統合戦闘への宇

宙の組み込みを進めている時に、宇宙隊という新し

い軍種を作り組織の層を追加することには反対で

あると伝えた１２。ウィルソン空軍長官も同年 6 月

に、宇宙隊創設は既に十分複雑なペンタゴンを一層

複雑な組織にし、より多くの費用がかかることにな

ると述べた上で、官僚組織ではなく戦闘能力の強化

に投資すべきとの考えを表明していた１３。結局、宇

宙隊創設案は上院の賛同を得ることができず、両院

統一版の NDAA 2018 に盛り込まれることはな

かった。 

 だが、翌 2018 年の 6 月にトランプ大統領が宇宙

軍創設に向けた指示を国防省に出したことは既述

のとおりである。ロサンゼルス・タイムズによれば

ロジャーズ議員こそ、空軍にかわって宇宙を担う組

織が必要であるとトランプ大統領に訴えかけた人

物である１４。ロジャーズは NDAA 2018 の策定過

程を通じて、空軍は宇宙に十分な関心を払っておら

ず、改革に及び腰であるとの不満を募らせていた

１５。トランプ演説の直後にロジャーズは声明を発

表し、国防省内に独立した組織として宇宙軍を設置

することが絶対的に必要であり、トランプ大統領に

完全に同意するとの見解を表明した１６。 

 特筆すべきは、第 2 期オバマ政権で宇宙政策担当

の国防次官補代理を務めたロベロも、宇宙軍の創設

を歓迎していることである。ロベロは業界紙

「Space News」への寄稿でトランプに対する支持

を表明し、国防における宇宙の重要性に鑑みて主体

的に宇宙に取り組む専門組織が必要であるとの考

えを示した１７。ロベロの主張の背景にあるのは、ロ

ジャーズと同様、空軍への不満である。ロベロによ

れば、宇宙における脅威の高まりに対して空軍は脅

威に対処して宇宙を利用し続けるのではなく、宇宙

なしで任務を続ける方法を模索した。結局、宇宙で

の脅威に対応する取り組みは、空軍ではなく国防長

組織の在り方をめぐる意見の相違 
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官府の主導により始められた。空軍は宇宙を自己の

アイデンティティにできていないとロベロは非難

している。 

 とはいえ、宇宙軍創設に関する支持が広がってい

るとは必ずしも言えない状況である。大統領指示を

受けて、マティス国防長官やウィルソン空軍長官は

少なくとも公の場で新軍種の創設に異論を唱える

ことはなくなった１８。だが、議会や元国防省高官か

らは反対論が噴出している。その根拠はマティスや

ウィルソンが宇宙隊創設に反対した際に挙げてい

たものと基本的に同様である。 

議会では、ロジャーズと同じ下院軍事委員会に所

属するコフマン共和党議員や野党筆頭委員のスミ

ス民主党議員、上院軍事委員会の野党筆頭委員であ

るリード民主党議員が反対の立場を鮮明にしてい

る１９。コフマンは議会で関連法案を策定する動き

が出れば阻止する意思を明らかにしている。 

第 2 期オバマ政権で国防長官を務めたカーター

と空軍長官を務めたジェームズも宇宙軍の創設に

反対している２０。カーターによれば、オバマ大統領

（当時）とも宇宙軍創設の必要性について議論した

ものの、宇宙を他の作戦に統合する努力に逆行する

という理由から不要との判断にいたった経緯があ

る。 

 このように脅威に対応する組織の在り方をめ

ぐっては明確な意見の相違が米国内に存在する。宇

宙軍創設の賛成派は主として空軍への不信に基づ

き、新たな軍種の必要性を主張している。その一方

で反対派は改革の必要性を否定しているわけでは

ないが、新たな軍種の創設は官僚機構を削減する取

り組みや宇宙を陸海空の作戦に統合する努力に逆

行するものであると主張している。 

 

 

賛否が入り乱れる中、トランプ政権はいかにして

宇宙軍の創設を実現しようとしているのか。前述の

とおり 2018 年 8 月 9 日、国家宇宙会議の議長を務

めるペンス副大統領がペンタゴンに赴き、マティス

国防長官同席のもとで演説した。ペンスは、絶対的

な航空優勢を獲得するために空軍を創設したよう

に、宇宙での絶対優勢を獲得するために宇宙軍を創

設する時が来たと述べた。そのうえでペンスは、同

日中に国防省が発表する報告書は、宇宙軍省

（Department of the Space Force）の基盤を築く

道のりを示すものであり、トランプ政権は報告書の

勧告をただちに実行に移し 2020年までの同省設立

を目指すと表明した。 

ペンスは宇宙軍設立に向けた措置として、次の 4

点に演説で言及した。1 つ目は、統合戦闘軍として

の宇宙軍（Space Command：SPACECOM）を設

置することである。2 つ目は、宇宙に特化した軍種

横断の専門集団として宇宙作戦部隊（ Space 

Operations Force）を設置することである。同部隊

は宇宙軍設立時の中核となる。3 つ目は、イノベー

ションと実験、将来技術の構築に注力する宇宙開発

庁（Space Development Agency：SDA）を軍種横

断の組織として設置することである。4 つ目は、宇

宙軍創設に向けた作業を監督し、同軍創設時に長官

となる宇宙担当の国防次官補の新設である。 

ペンスはまた、2019 年 2 月の予算教書で宇宙軍

設立に必要な経費を議会に求めるとともに、2019

年末までに宇宙軍に関する法的権限を盛り込んだ

NDAA を成立させるよう議会に働きかけると表明

した。 

ペンス演説を受けて同日中に公表された国防省

の報告書（「国防省の国家安全保障宇宙部門の組織・

管理構造に関する最終報告書」、通称シャナハン報

告書）は、もともと NDAA 2018 により、国防副長

官に対して議会への提出が義務付けられていたも

のであった２１。2018 年 3 月 1 日に中間報告書が議

会に提出されており、8 月 1 日が最終報告書の提出

期限となっていた。シャナハン国防副長官は 8 月 1

日に最終報告書に関する記者会見を行う予定で

あったが直前で中止され２２、報告書の提出も 8 月

9 日まで延期された。これは報告書策定の最終段階

で、ホワイトハウスの指示により宇宙軍創設に向け

た計画であることが明確となるように修正が加え

られたためといわれる２３。 

ペンス演説とシャナハン報告書の内容に齟齬は

ないが、報告書の記述は副大統領の演説よりも一部

宇宙軍創設に向けたトランプ政権の計画  
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抽象的な表現にとどまっている２４。副大統領は宇

宙担当の国防次官補と宇宙軍省の設置を明言した

が、報告書はこれらを明記していない。報告書は文

民指導部を設置するとの記述にとどめるとともに、

大規模な司令部や支援要員は不要との方針を示し

ている。シャナハン報告書の記述ぶりは、実質的に

は宇宙隊として宇宙軍を設立する余地を残したも

のと推測することもできる。 

シャナハンは最終報告書の提出から約 1 カ月後

の 9 月 10 日にも「宇宙に関する再編・管理上の課

題」と題する書簡を議会に送付した２５。同書簡によ

れば、国防省は 2018 年中の SPACECOM 設置に

向けて、統合戦闘軍の任務や担任領域などを規定す

る「統合軍計画」の改定作業を進めている。SDA に

ついては 2019年中に初期運用を開始するとしてい

る。さらに重要な点として、シャナハンは同書簡を

通じて、今回の組織改編は国防省のみを対象とする

ことを明確にした。 

このようにトランプ政権は 2018年 6月の大統領

指示を契機として、宇宙軍創設に向けた検討を足早

に進めている。 

 

 

 当面の注目点は、トランプ政権がペンス演説と

シャナハン報告書で示した構想をどのように具体

化していくのかということである。まずは政権内で

の合意形成をはからなければならないが、国防省内

での意見集約さえ容易でない状況である。特に、組

織改編の影響を最も受ける空軍の動向に関心が集

まっている。 

ウィルソン空軍長官が 9 月 14 日付でシャナハン

に送付した書簡の内容は、シャナハンの方針と明確

な不一致がみられることから議論を呼んでいる２６。

空軍の見積もりでは、宇宙軍創設のためには新たに

約 1 万 3,000 人の要員が必要であり、なおかつ、宇

宙軍省と SPACECOM、SDA の設置経費として 5

年間で 129 億ドル（初年度は約 33 億ドル）を要す

る。これはシャナハン報告書が示した、大規模な司

令部や支援要員は不要という方針に反するもので

ある。一見、空軍案は宇宙軍創設への積極姿勢を示

したものにみえるが、実際は宇宙軍の創設を阻止し

空軍の利益を守るための乗っ取り防止策（ポイズン

ピル）であるとみられている２７。必要となる要員や

経費を過剰に見積もることで、議会内の反対意見を

勢いづかせようとしていると考えられているので

ある。ウィルソンはまた、SDA を軍種横断の組織

とすることや組織改編の対象に情報機関や民生宇

宙機関を含めないというシャナハンの方針に異論

を唱えている２８。こうしたことからウィルソンは

政権内の抵抗勢力としてみられており、大統領に

よって空軍長官を罷免されるのではないかとの観

測が出ている２９。 

もっとも、脅威に対応する組織の在り方について

幅広い合意が生まれている部分も存在する。もう一

つの宇宙軍すなわち SPACECOM の設置について

は、軍種としての宇宙軍設立に対する賛成派・反対

派の両者ともに歓迎している。軍種としての宇宙軍

はフォース・プロバイダーとして編成・訓練・戦力

整備を担うことになる一方で、SPACECOM は

フォース・ユーザーとして作戦を担うことになる。

米国内で幅広く共有されている脅威認識を反映し

て、実際に脅威に対処するフォース・ユーザーを強

化する必要性が広く認識されている。 

初代 SPACECOM はレーガン大統領による戦略

防衛構想の発表を受けて 1985年に設置されたもの

の、9.11 後の北方軍設立の余波を受けて 2002 年に

旧戦略軍と統合された。宇宙作戦はそれ以降、新し

い戦略軍が担ってきた。だが、現在の戦略軍は宇宙

作戦以外にも核戦力の指揮やミサイル防衛など広

範な任務を担っているため、必ずしも宇宙作戦に十

分な関心が払われないとの懸念が米国内に根強く

存在してきた３０。 

こうした中、国防省はシャナハン報告書を通じて

SPACECOM を設立する方針を表明した。議会も

2018 年 8 月 14 日成立の NDAA 2019 で、戦略軍

内に副統合軍として SPACECOM を設置するよう

義務付ける規定を盛り込んだ。NDAA 2018 の策定

過程において宇宙隊を設置するという下院案に上

今後の焦点  
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院が賛同しなかったこととは対照的である。統合軍

か副統合軍かという違いはあるものの、トランプ政

権と議会の間に SPACECOM の必要性について考

えの一致がみられることは明らかである。 

シャナハン報告書は、SPACECOM 司令官を空軍

宇宙コマンド司令官が当初は兼任することを勧告

している。マティス国防長官も既存の資源と人員で

設置すると述べている３１。このため空軍宇宙コマ

ンド司令官のレイモンド大将が SPACECOM 司令

官を兼任する形で、早ければ年内に 11 番目の統合

戦闘軍として始動するだろう。 

その後の焦点は、2019 年 2 月の予算教書の提出

に際して、トランプ政権がどのような法案と経費見

積もりを示すのかである。ウィルソンの見積もりは

過剰であるとしても、シャナハンも数十億ドルは必

要になると示唆している３２。2011 年予算管理法に

よる予算上限は 2020会計年度から再び適用される

ため、国防予算の大幅な増額は見込めない。宇宙軍

創設費用を捻出するためには、他の予算を削減する

ことになる。このため必要とされる経費次第では、

未だ態度を決めていない議員も反対にまわる可能

性がある。この点、インホフェ上院軍事委員会委員

長代行（当時）も、宇宙軍創設を支持するか否かは

必要となる経費次第であると 8 月末に述べている

３３。トランプ構想への完全な支持を表明したロ

１ 現状、米軍には陸軍、海軍、空軍、海兵隊、沿

岸警備隊という 5 つの軍種が存在する。The 

White House, Remarks by President Trump at a 
Meeting with the National Space Council and 
Signing of Space Policy Directive-3, June 18, 

2018, https://www.whitehouse.gov/briefings-

statements/remarks-president-trump-meeting-

national-space-council-signing-space-policy-

directive-3/.なお、米国における宇宙軍創設の検討

は今回が初めてではない。歴史的経緯については

下記を参照。堀江和宏「宇宙軍をめぐる米軍の動

向―新たな軍種としての宇宙軍の可能性―」『防衛

研究所紀要』第 17 巻第 2 号、2015 年 2 月、97－

118 頁。 
２ トランプ大統領は 2018 年 3 月と 5 月にも宇宙

軍の創設可能性に公の場で言及していた。だが、

いずれの発言も具体性に乏しく、大統領の真意に

ついて憶測を呼んでいた。 

ジャーズも 9 月の公開イベントにおいて、宇宙軍省

の創設は不要であり、空軍省内に宇宙隊を設置する

方が多額の経費を要することなく大統領の指示を

実現できると言及している３４。宇宙軍という名目

を残しつつ実質的には宇宙隊を創設するという案

が議会で話し合われる可能性があるのかもしれな

い。 

より長期的な観点では、SPACECOM と宇宙軍が

誕生した場合に、米国の軍事宇宙利用がどのように

変化していくのかを注視する必要がある。単に既存

の任務や能力を引き継ぐだけで終わるのか、それと

も任務の重点変化や新たな能力の獲得へと向かう

のかが焦点となる。具体的には、これまでどおり陸

海空の作戦支援が中心的な関心事項であり続ける

のか、それとも他者の宇宙利用を拒否するための攻

勢的宇宙コントロールや、宇宙からの対地攻撃、弾

道ミサイル迎撃といった任務に重点が移っていく

のかという点である。SPACECOM や宇宙軍が組織

の存在意義を示すために、自らの力で戦争の帰趨を

左右できるようになることを望むようになれば、こ

れらの任務をより重視することになる可能性は十

分にある。 

 

（2018 年 10 月 15 日脱稿）

３ The White House, Remarks by Vice President 
Pence on the Future of the U.S. Military in 
Space, August 9, 2018, 

https://www.whitehouse.gov/briefings-

statements/remarks-vice-president-pence-

future-u-s-military-space/. 
４ U.S. Department of Defense, Summary of the 
2018 National Defense Strategy of the United 
States of America: Sharpening the American 
Military’s Competitive Edge, January 2018, p. 6; 

The White House, Fact Sheets: President 
Donald J. Trump is Unveiling an America First 
National Space Strategy, March 23, 2018. 
５ Peter L. Hays, “United States Military Uses 

of Space: Issues and Challenges,” Space 
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７ Hays, “United States Military Uses of Space,” 

Space Security, p. 23; Theresa Hitchens and 

Joan Johnson-Freese, “Toward a New National 

Security Space Strategy: Time for a Strategic 

Rebalancing,” Atlantic Council Paper, No. 5, 

June 2016, p. 3. 
８ John E. Hyten, Friday Space Group “Space 

Power for the Warfighter” Seminar, Air Force 

Association Mitchell Institute, Washington D.C., 

September 19, 2014, 

https://www.afspc.af.mil/About-Us/Leadership-

Speeches/Speeches/Display/Article/731710/frida

y-space-group-space-power-for-the-warfighter-

seminar/. 
９ Hays, “United States Military Uses of Space,” 

Space Security, pp. 24-25. 
１０ U.S. House Committee on Armed Services, 

Mark Release: Subcommittee on Strategic 
Forces, June 20, 2017, 

https://armedservices.house.gov/news/press-

releases/mark-release-subcommittee-strategic-

forces. 
１１ Office of Management and Budget, 

Executive Office of the President of the United 

States, Statement of Administration Policy: H.R. 
2810 – National Defense Authorization Act for 
Fiscal Year 2018, July 11, 2017, p. 2. 
１２ Marcia Smith, “Mattis Tells Congress No to 

Space Corps and CIWO,” Spacepolicyonline.com, 

October 19, 2017, 

https://spacepolicyonline.com/news/mattis-tells-

congress-no-to-space-corps-and-ciwo/. 
１３ “Air Force Opposes Creation of Space 

Corps,” Roll Call, June 22, 2017, 

https://www.rollcall.com/policy/air-force-opposes-

creation-space-corps. 
１４ David S. Cloud and Noah Bierman, “Trump 

Backed ‘Space Force’ After Months of Lobbying 

by Officials With Ties to Aerospace Industry,” 

Los Angeles Times, August 18, 2018, 

http://www.latimes.com/nation/la-na-pol-trump-

space-20180817-story.html. 
１５ Congressman Mike Rogers, Chairman 
Rogers and Ranking Member Cooper Joint 
Statement on Fundamental Space Reform, 

November 8, 2017, 

https://mikerogers.house.gov/press-

release/chairman-rogers-and-ranking-member-

cooper-joint-statement-fundamental-space-

reform; Sandra Erwin, “Chairman Rogers: Space 

Corps Needed More Than Ever, Air Force ‘in 

Denial’,” Space News, February 28, 2018, 

https://spacenews.com/chairman-rogers-space-

corps-needed-more-than-ever-air-force-in-

denial/. 
１６ Congressman Mike Rogers, Rogers: 
President Trump’s Announcement on Space 
Force Critical for National Security, June 18, 

2018, https://mikerogers.house.gov/press-

release/rogers-president-trump%E2%80%99s-

announcement-space-force-critical-national-

security.  
１７ Douglas Loverro, “Why the United States 

Needs a Space Force,” Space News, June 25, 

2018, https://spacenews.com/why-the-united-

states-needs-a-space-force/. 
１８ Carla Babb, “Mattis: ‘I Was Not Against 

Setting up a Space Force’,” VOA News, August 

12, 2018, https://www.voanews.com/a/mattis-i-

was-not-against-setting-up-a-space-force-

/4525386.html; Valerie Insinna, “Top US Air 

Force Official is Now on Board With Trump’s 

Space Force Plan,” Defense News, September 5, 

2018, 

https://www.defensenews.com/smr/defense-news-

conference/2018/09/05/the-top-air-force-official-

is-now-onboard-with-trumps-space-force-plan/. 
１９ Joe Gould and Aaron Mehta, “New Space 

Force Price Tag Fuels Capitol Hill Skeptics,” 

Defense News, September 18, 2018, 

https://www.defensenews.com/congress/2018/09/

18/new-space-force-price-tag-fuels-skepticism-

on-capitol-hill/; Marcia Smith, “Trump 

Continues to Talk up Space Force as He Signs 

FY2019 NDAA,” Spacepolicyonline.com, August 

14, 2018, 

https://spacepolicyonline.com/news/trump-

continues-to-talk-up-space-force-as-he-signs-

fy2019-ndaa/. 
２０ Brian Everstine, “Carter: A Separate Space 

Force is the Opposite Way to Go,” Air Force 
Magazine, June 7, 2018, 

http://www.airforcemag.com/DRArchive/Pages/2

018/June%202018/June%2007%202018/Introduc

ing-the-Doolittle-War-Game-Series-Carter-

Space-Force-is-Bad-for-Business-A-10-F-16-

Pilot-Tapped-to-Lead-AFCENT.aspx; “Space 

Force: The Pros and Cons of Creating a New 

Military Branch,” The Brookings Institution, 

Washington, D.C., July 30, 2018, 

https://www.brookings.edu/wp-

content/uploads/2018/07/fp_20180730_space_for

ce_transcript.pdf. 
２１ U.S. Department of Defense, Final Report on 



NIDS コメンタリー第 87 号 

 

7 

                                                                                    

Organizational and Management Structure for 
the National Security Space Components of the 
Department of Defense, August 9, 2018. 
２２ Sandra Erwin, “Pentagon Delays Release of 

Space Reorganization Study,” Space News, July 

31, 2018, https://spacenews.com/pentagon-

delays-release-of-space-reorganization-study/. 
２３ Sandra Erwin, “A Key White House Demand 

in DoD’s Space Force Plan: An ‘Accountable 

Civilian’ to Oversee the Process,” Space News, 

August 9, 2018, https://spacenews.com/a-key-

white-house-demand-in-dods-space-force-plan-

an-accountable-civilian-to-oversee-the-process/. 
２４ Marcia Smith, “Pence Calls for New U.S. 

Department of the Space Force by 2020,” 

Spacepolicyonline.com, September 18, 2018, 

https://spacepolicyonline.com/news/pence-calls-

for-new-u-s-department-of-the-space-force-by-

2020/. 
２５ Sandra Erwin, “New Pentagon Memo Lays 

out Action Plan to Establish Space Force by 

2020,” Space News, September 13, 2018, 

https://spacenews.com/new-pentagon-memo-

lays-out-action-plan-to-establish-space-force-by-

2020/. 
２６ Sandra Erwin, “Air Force Secretary Lays 

Roadmap to a New Space Force,” Space News, 

September 17, 2018, https://spacenews.com/air-

force-secretary-lays-roadmap-to-a-new-space-

force/; Marcia Smith, “Space Force to Cost $12.9 

Billion Over 5 Years,” Spacepolicyonline.com, 

September 17, 2018, 

https://spacepolicyonline.com/news/space-force-

to-cost-12-9-billion-over-5-years/; Valerie 

Insinna, “Air Force Secretary: Space Force Will 

Cost $13B in New Expenses,” Defense News, 

September 17, 2018, 

https://www.defensenews.com/digital-show-

dailies/air-force-association/2018/09/17/air-force-

secretary-space-force-will-come-with-13b-in-

added-costs/; Sandra Erwin, “Budget Analysts 

Challenge Air Force Cost Estimates for Creating 

a Space Force,” Space News, September 20, 

2018, https://spacenews.com/budget-analysts-

challenge-air-force-cost-estimates-for-creating-a-

space-force/. 

２７ Sandra Erwin, “Wilson: $13 Billion Space 

Force Cost Estimate is ‘Conservative’,” Space 
News, September 18, 2018, 

https://spacenews.com/wilson-13-billion-space-

force-cost-estimate-is-conservative/. 
２８ Sandra Erwin, “House Armed Services 

Chairman Not Taking Sides on Space Force 

Disputes,” Space News, September 25, 2018, 

https://spacenews.com/house-armed-services-

chairman-not-taking-sides-on-space-force-

disputes/. 
２９ Lara Seligman, “Trump Considers Firing Air 

Force Chief over Space Force Pushback,” 
Foreign Policy, October 4, 2018, 

https://foreignpolicy.com/2018/10/04/trump-

considers-ousting-air-force-head-over-space-

force-pushback/. 
３０ 例えば、下記を参照。David C. Arnold and 

Peter L. Hays, “Getting There from Here: 

Realizing the Space Commission’s Vision 10 

Years Later,” High Frontier, Vol. 7, No. 4, 

August 2011, p. 31. 
３１ Sandra Erwin, “Mattis: Reorganization of 

Military Space Forces Already in Motion,” Space 
News, August 28, 2018, 

https://spacenews.com/mattis-reorganization-of-

military-space-forces-already-in-motion/. 
３２ Ellen Mitchell, “Pentagon’s No. 2 Official: 

Trump’s ‘Space Force’ Could Cost ‘Billions’,” The 
Hill, August 9, 2018, 

https://thehill.com/policy/defense/401177-

pentagons-no-2-official-trumps-space-force-

could-cost-billions. 
３３ Joe Gould and Aaron Mehta, “Inhofe Wants 

a Price Tag for Trump’s Space Force, but the 

Pentagon Doesn’t Have One,” Defense News, 

August 28, 2018, 

https://www.defensenews.com/congress/2018/08/

28/inhofe-wants-to-see-the-price-tag-on-trumps-

space-force/. 
３４ Sandra Erwin, “Lawmakers Irked by 

Political Gamesmanship over Space Force,” 

Space News, September 27, 2018, 

https://spacenews.com/lawmakers-irked-by-

political-gamesmanship-over-space-force/. 



NIDS コメンタリー第 87 号 

 

8 

 

政策研究部 

グローバル安全保障研究室 

研究員  福島 康仁 

専門分野：宇宙政策 

 


